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目 的 
 近年，子どもの読書量が言語力の発達と関連するこ

とが指摘されている（Mol & Bus, 2011）。この，読書量

など読書活動に関連する心理的要因として読書への動

機づけ（reading motivation）が挙げられる。これまで

に，読書への動機づけは自由記述や質問紙などさまざ

まな方法で測定され（Greaney & Neuman, 1990; Wigfield 
& Guthrie, 1997），読書量や言語能力との関連が検討さ

れている（Schaffner et al., 2013; Schiefele et al., 2012）。
しかしながら，日本人を対象とした読書の動機づけと

読書活動との関連の検討はあまり行われていない。そ

こで本研究では，小学生を対象に読書の動機づけの調

査を行い，読書量や読書活動との関連を検討する。 
方 法 

調査参加者 上田他（2014）と同様，近畿地方の私

立大学の付属小学校の1年生から6年生の計371名（女

児 196 名，男児 175 名）が調査に参加した。 
読書の動機づけ項目 先行研究（Greaney & Neuman, 

1990; Wigfield & Guthrie, 1997; Watkins & Coffey, 2004）
などを元に，読書の動機づけを記述する 8 項目を作成

した（各項目は表 1 を参照）。 
他の課題 読書量を問う指標として主観的な読書

頻度（上田他, 2014），図書貸出数を，読書に関する態

度の指標として読書への意欲，意義，読書行動の積極

性，読書に関する悩みを問う項目などを含めた。 
結 果 

 まず，動機づけ項目群の背後にある潜在変数を検討

するため探索的因子分析を行ったところ，固有値は

3.46，1.15，0.78…となり，1 因子構造である可能性が

示唆された。固有値 1 を基準とした 2 因子解でも解釈

可能な因子構造となったが，本報告では各項目の内容 

表 2 読書への動機づけと読書への態度との関連 
 読書への態度 
 意欲 意義 積極性 悩み 
1   .25***    .22***    .28***    -.37*** 
2   .45***    .23***    .51***    -.33*** 
3 .09  .11*   .18**    -.23*** 
4  -.13** .02 -.01 -.05 
5 .05   .16**   .15**    -.24*** 
6   .21***   .18**    .33***    -.36*** 
7   .30***   .16**    .41***    -.37*** 
8 .13*  .13*    .29***    -.39*** 

に注目するため，項目ごとの分析を行った。 
 次に，読書に関する態度について尋ねた 4 項目と動

機づけの項目との関連を検討するため Spearman の相

関係数を算出した（表 2）。その結果，いずれの項目と

も有意な相関を示したが，項目 1，2，7 など読書への

内発的動機づけが高いほど読書への意欲が高く，行動

的で，読書に関する悩みが少ないことが示された。 
 さらに，各学年の動機づけ得点と学校での図書貸出

数との関連を検討した（表 2）。その結果，有意となっ

た相関は少なかったが，項目 2 や 7 は学年が上がるに

つれて相関係数が高くなる傾向がみられる一方，項目

4 は 5 年生において有意な負の相関を示した。以上の

結果を総合すると，学年が上がるにつれて内発的動機

づけが読書量に関連するようになる一方，他者からの

賞賛などの外発的動機づけの高さはむしろ読書量を下

げる傾向にあることが推測された。 
考 察 

 本研究の結果から，小学校高学年になるにつれて，

読書への動機づけが読書行動や読書量に関連する可能

性が考えられる。今後は，さらに大きなサンプルに対

する調査や縦断調査などによって，を動機づけと読書

行動の因果関係を明らかにしていくことが重要である。 
表 1 各学年における読書への動機づけと図書貸出数との関連（* p < .05, ** p < .01, *** p < .001） 

 図書貸出数 
動機づけ項目 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 

1．新しいことを知ることができるから .06  .04  .14  .06 .16  .08 
2．本を読むのが楽しいから .10  .10  .13  .27    .53***  .24 
3．友達よりも本をよく読めるようになるから -.02  .02  .04  .14 .09 -.11 
4．家の人や先生にほめられるから .16 -.04  .12 -.10  -.33**  .04 
5．国語のテストで良い点数が取れるから -.12  .01 -.11  .07  .22* -.08 
6．読んだ本のことを友達と話せるから  .20 -.02 -.11 -.09 .07  .08 
7．気持ちがすっきりしたり落ち着いたりするから -.03  .06  .18  .16   .32**  .11 
8．本を読むのが上手になるから  .07  .24 -.03  .19 -.07  .01 
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